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所要けん引動力は畜力耕で 0.61kW，歩行形トラクタで 2.13kW であり，持続的技術としての評価を得る水
準にあることが分かった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
本論文は，農業機械化の円滑な実施に欠かせない機械運用技術の工学的な特質について，社会科学的な要
因も加味しながら検討したものである。一般に，技術移転の評価作業は，関与因子が多いという特性にもよ
るが数学モデルの構築が容易でない。ここでは，現地調査で採取したデータを用いた分析を行っているため，
今後の機械化の方向性を示唆する有用かつ的確な提言が含まれており，結果の時宜性と応用性において評価
できる。また，耕うん作業形態を機械所有形態から 3 グループに分類して機械装備形態の将来展開推移を検
討している点は独自性に富み，さらに外部委託業者の関与に係る分析は近い将来の機械運用形態の有り様を
説明しようとしていることは注目に値する。
よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
